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繰延税金資産の取り崩し並びに通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 9 月期において、繰延税金資産の取り崩しを行うとともに、2023 年５月 11 日に公

表いたしました、2023 年９月期（2022 年 10 月１日～2023 年９月 30 日）の通期業績予想と、本日開示

の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。  

 

記 

 

１. 繰延税金資産の取り崩しについて 

当期の業績及び今後の業績見通し等を踏まえ、今後の繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した

結果、当事業年度末において繰延税金資産を取り崩し、法人税等調整額（損）を 70 百万円計上いたし

ました。 

 

２. 2023 年９月期 通期業績予想値と実績値との差異（2022 年 10 月１日～2023 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

4,820 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

21 

 円 銭 

3.26 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 4,650 10 15 △60 △9.27 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △170 9 15 △82  

増 減 率 （ ％ ） △3.5％ ― ― ―  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 ９ 月 期 ） 

 

6,547 

 

116 

 

144 

 

41 

 

6.14 

 

３. 差異の理由 

当期の業績つきましては、2023 年５月 11 日に開示しました「2023 年９月期第２四半期累計期間の

業績予想と実績値との差異、通期業績予想の修正及び営業利益の計上（販売費及び一般管理費の減

少）に関するお知らせ」の通り、原価率及び広告収益の改善、オリジナル作品の制作及び IP 展開、

マンガアプリの海外展開に注力してまいりました。その結果、当社のオリジナル作品が初めて TV ド

ラマ化するなど、出版売上は拡大したものの、広告市況の悪化及び厳しい競争環境、消費マインドの

減退等により、売上高が前回発表予想を下回りました。加えて、「１. 繰延税金資産の取り崩しにつ

いて」に記載の通り、繰延税金資産を取り崩し、法人税等調整額（損）を 70 百万円計上したこと

で、当期純利益が前回発表予想を下回りました。 

一方で、想定より効率的にユーザー獲得ができたため、広告宣伝費を抑制することができ、営業利

益及び経常利益が前回公表予想値を上回ることとなりました。 

以上 
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